
寒候期予報 (平成 30年 9月 25日 発表りの解説

気象庁地球環境・海洋部冬の天候の見通し

12～2月

● 冬の気温は、西日本と沖縄・奄美では、北からの寒気の影響が弱いため高いでし
ょう。東日本でも、平年並か高い見込みです。北日本は、ほぼ平年並でしょう。

● 冬の降雪量は、西日本日本海側では、冬型の気圧配置が長続きしないため少ない
でしょう。東日本日本海側は、冬の降水量とともに平年並か少ないでしょう。
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冬の天候に影響の大きい北極振動の予想は難し<、 現時点では考慮できていませんので、

予報には不確定性があります。常に最新の 1か月予報等をご覧ください。

数値は予想される

出現確率です
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季節予報は、予測の確からしさに応じて、気温や降水豊などを「低い (少ない)、 平年並、高い (多い)」 となる確率で表しています。「平年並」が

どの程度の値 |こなるのかについては、末尾の「参考データ (平年並の範囲)」 をご覧ください。
確率をその大きさに応じ言葉で解説しています。詳しくは末尾の「参考データ (確率予報の解説)」 をご覧ください。
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予想される海洋と大気の特徴
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●全球で大気全体の温度が高いでしょう。

●熱帯1或では、ニューギニアの北～太平洋

中部で海面水温が平年より高く、積乱雲

の発生が多い見込みです。一方、ベンガ

ル湾～南シナ海では積乱雲の発生が少

ないでしょう。

●上空の偏西風は大陸では平年より南を

流れる一方で日本付近では北に蛇行し、

東 。西日本～沖縄 。奄美では北からの寒

気の流れ込みが弱いでしょう。

●アリューシャン低気圧は平年よりやや

強く、これに近い北日本には平年とほぼ

同程度に寒気が流れ込む見込みです。

全球で大気全体の温度が高い
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上空の偏西風 :ま大陸ては
平年より南を流れる

等 :=摯‐

「2017/18」 |ま 2017年 12月～2018年 2月のことです。
階級 ――:かなり低い ―:低い O:平年並 +:高い ++:かなり高い

「2017/18」 は 2017年 12月～2018年 2月のことです。
階級 ――:かなり少ない ―l少なしヽ Ol平年並 +:多 しヽ 十十:かなり多い
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数値予報結果をもとにまとめた

予想される河洋と大気の特徴 冬 (12～ 2月 )

北からの寒気の流れ込みは

北日本付近ではほほ平年並
の一方、東日本以西では弱い

の偏西風

平 り高い

上空の偏西風は
日本付近で北に蛇行
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熱帯域では
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の北～太平洋

ベンガル湾～南ンナ海では

積乱雲の発生が少ない

最近 10年間の冬の特徴

年
冬の平均気温 平年差℃ (階級 )

冬の天候の特徴
北日本 東日本 西日本 沖縄・奄美

2008/'09 14(十十) 13(++) 09(+) 08(+) 冬型の気圧配置となる日が少なく、全国高温

20097'10 04(○ ) 06(+) 07(+) 04(+) 全国で気温の変動大 北陸中心 |こ大雪の時期が 3回

2010/'11 06(十 ) 02(O) ―04(― ) ―08(― ) 12月 末～1月末日本海側で大雪、低温

2011/'12 -13(― ) ―09(― ) ―07(― ) ○○ (○ )
冬型多<、 北～西日本は 3か月連続低温 最近 10年間では
″
平成 18年豪雪

″
に次ぐ積雪

2012/'13 -12(― ) -08(― ) ―07(― ) 04(+) 北 。東 。西日本で低温 北日本日本海側を中心に多雪

2013/'14 02(○ ) -02(― ) ―01(○ ) ―03(― ) 東
日本、沖縄・竜美で低温 2月 に関東甲信で記録的大雪 日
本海側の平地は少雪

2014/'15 08(十 ) -02(― ) ―02(― ) ―05(― ) 12月 は全国的に強い寒気が流れ込むが、 1月以降は少雪

2015/'16 10(+) 1.4(++) 1.○ (++) 〇.6(+) 冬型の気圧配置が長続きせず、全国的に高温・多雨 。少雪

2016/'17 05(+) 08(+) 08(+) 11(++) 日本付近への寒気の南下が弱<、 全国的に高温

2017/'18 ―04(― ) ―07(― ) -12(― ) ―03(― ) 日本付近へ強い寒気の流れ込むことが多<、 全国的に低温
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年
冬の降雪量 平年比%(階級 )

北海道日本海側 東北日本海側 北 陸 近畿日本海側 山陰

2008/'09 90(― ) 66(――) 37(――) 50(― ) 65(― )

2009/'10 95(― ) 79(― ) 91(○ ) 41(――) 43(――)

2010/'11 93(―) 93(O) 95(○ ) 93(○ ) 174(+)

2011/'12 98(○ ) 102(○ ) 115(+) 136(十 ) 158(+)

2012/'13 100(○ ) 112(十 ) 82(〇 ) 85(○ ) 64(― )

2013/'14 80(――) 77(― ) 34(――) 46(― ) 58(― )

2014/'15 73(――) 77(― ) 71(― ) 77(○ ) 66(― )

2015/'16 79(――) 60(――) 47(― ) 32(――) 38(――)

2016/'17 63(――) 72(――) 43(― ) 108(O) 97(○ )

2017/'18 93(― ) 88(― ) 127(十 ) 72(○ ) 137(+)
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